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 第３回交渉で示された「昨年夏（1.73 ヵ月）以上の支給が可能となるように」という、

組合の要求から大きくかけ離れた水準から少しでも押し上げるべく、現場より色紙や抗議

メッセージなどの行動を行ってきましたが、１６日に以下の５点の確認をもってこれ以上

の前進はないとして妥結しました。 

① 経営陣は責任を持って事業計画を達成させた上で、組合員に還元を行うこと。 

② 要員不足解消と離職防止に向け賃金・労働条件の改善や、新規採用の継続などを会社

として責任を持って行い、安全で安心して働ける労働環境を確立していくこと。 

③ 自然災害などの異常時対応や、鉄路を守るための強靭化への支援を求める行動を展開

するとともに、列車の休活判断を迅速に行うこと。 

④ 会社としてできる限りの熱中症対策を講じて、作業よりも命を最重要課題として安全

対策の徹底を図ること。また、労働災害や事象に対して、真の原因究明と再発防止に

向けて取り組むこと。 

⑤ 老朽化した設備と職場環境の改善に向けて、会社はスケジュール感をもって行う  

こと。また、社宅廃止後の制度については今後協議を行うこと。 

各地で常駐実施 
 回答指定日となった１６日には青森機関区

分青をはじめとして各地域で常駐が行われ、交

渉状況の共有とともに青年部員同士の結束の

強化を図りました。 

納得のできる回答ではなかったと思いますが、ここまで回答を押し上げることが 

できたのは各職場から皆さんが一致団結して抗議活動を行ってきた結果です。 

改めて、この間の取り組みに対するご協力に感謝いたします。 

２６年度夏季手当 １.8 ヵ月で妥結！ 

 


